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                                   令和７年１１月２８日  第８号   

この時期だからこそできる大切な取組 
校 長 豊 田  央   

本格的な冬の到来を目前に全国各地で起きている「クマ騒動」が報じられています。その

ような中、２１日（金）には旭川市末広で見つかった熊の足跡に伴い、緊急保護者お迎え下

校を行いました。急なお知らせにもかかわらず、ご理解

ご協力いただきました保護者の皆様にお礼申し上げま

す。今後は吹雪による対応についても、お知らせする予

定です。お子さんの大切な命を守るために、連携の程、

よろしくお願いします。 

 さて、学芸会が終了し早くも１カ月が経過し、２学期

の登校日数も残り１７日となりました。大きな行事が無

いこの時期には、教科の学習に集中して取り組んだり、

児童会の委員会が企画したイベントを行ったりと、鷹小っ子の成長に欠かすことができない

内容の教育活動が日々行われていると感じています。 

 その中の一つとして、冬期間の体力向上や継続する力の育成等をねらいに「全校なわとび

デー」を実施しました。写真のように全校児童が体育館に集まり、下級生と上級生がペアを

作り、お互いの頑張りを披露しました。今後も運動の楽しさや上達する喜びを子どもたちに

味わわせながら、充実した活動にしていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スマホと読書の関係 
 １０月末発行の教育関係の新聞に「スマホと読書に負の相関」というタイトルのコラムが掲

載されていました。記事のポイントは、次のとおりです。 
 
 ・１日に読書をしない子どもの割合は、５割強で 10 年前の約 1.5 倍。 

 ・スマホの使用時間が長いほど、読書時間が短い。（これが「負の相関」という言葉になっ 

  ています。１日の生活時間を考えると容易に想像がつくことではありますが、数字として 

はっきりと表れているということです。） 

 ・読書をしない子どもは語彙力、読解力が低い傾向にある。 

（北海道通信 １０月３０日「解説」より） 
 
 「勉強しなさい！」と親が子どもに繰り返し言っても勉強の習慣を 

身につけさせることが難しいように、「本を読みなさい！」と言って 

も、なかなか効果が出ないことは明らかだと思います。では、どうす 

れば良いのでしょうか？ 子どもたちに読書習慣をつけさせるために我々大人ができることと

して次のことが考えられます。 
 
 ・学校の図書室、町の図書館における本の魅力発信。（本校では太田さんが、子どもたちに 
  興味関心をもってもらうことができるよう、様々な工夫をしています。） 
 ・書店や市、町（他の町を含む）の図書館にお子さんと一緒に行き、本と触れ合う時間を設 
  けたり、本との出会いのチャンスを作ったりする。 
 ・本の読み聞かせ。（鷹栖小では、たかすぶっくクラブの皆様のご支援により素晴らしい体 
  験をすることができています。） 
 
 小学生の時の読書体験は、子どもたちの心の中に小さな宝物を積み重ねるような、かけがえ

のないものです。これからも子どもたちが本と出会う喜びを感じられる環境を、学校とご家庭

で大切に育んでいきたいと思います。 

 

 小さな時に本に関わった   こ とで  体験は、一生の財産になると思います。  

 



11 月 19 日（水）、1 年生が「ななかまど大学」

の学生さんたちと、心温まる楽しい交流会を行い

ました。 

今回の交流会では、学生さんたちに優しく教え

ていただきながら、竹とんぼや紙飛行機作りに挑

戦しました。子どもたちは、学生さんの丁寧で温

かい声かけに励まされ、目を輝かせながら一生懸

命に作品作りに取り組みました。 

完成後は体育館に場

所を移し、実際に飛ば

してみました。最初は

力の入れ方や角度が分

からず、なかなかうま

く飛ばせない子もいま

したが、学生さんたちが一人ひとりに寄り添い、

具体的なアドバイスをくれました。そのおかげで、

みるみるうちに上手に飛ばせるようになり、竹と

んぼや紙飛行機が高く舞い上がると、子どもたち

からは歓声が上がりました。体育館には、子ども

たちの弾けるような

笑顔と、それを見守る

学生さんたちの温か

い笑顔が交錯し、終始、

素敵な時間が流れま

した。 

今回の交流会は、子どもたちにとって、地域の

方々との触れ合いを経験し、人とのつながりの大

切さや温かさを肌で感じる、大変貴重な学びの機

会になったことと思います。 

ななかまど大学の学生の皆様、ありがとうござ

いました！ 
 

 本校では、９月の「鷹小っ子マラソン」に続き、

冬期間の体力づくりの取組として「なわとび検定」

を１１月から２月にかけて実施しています。今年

度も今月から取組がスタートし、子どもたちは少

しでも上の級を目指して、意欲的に練習に取り組

んでいます。 

また、今年度、新たな取組を導入しました。毎

月第３月曜日の中休みを「全校なわとびデー」と

し、全校児童が体育館に集まって交流する活動で

す。この取組は、２学年ずつペアとなり、互いの

技を見せ合います。その第１回目が１１月１７日

（月）に行われました。今回は１・３年、２・５

年、４・６年がペアとなり日頃の努力の成果を見

合いました。上級生の素晴らしい技を下級生が目

を輝かせて見つめる姿、下級生の一生懸命な姿に

上級生が温かい声をかける姿が見られ、子どもた

ちにとって大変良い刺激になったことと思いま

す。１２月と１月には

ペア学年を変えて行い

ます。子どもたちが互

いに成長した姿を見せ

られるよう、継続した

がんばりを期待してい

ます。 

 11 月 27 日（木）、「たかすブッククラブ」の

皆様にご来校いただき、１～５年生を対象とした

「読み聞かせスペシャル」を開催しました。日頃

より心温まる読み聞かせで子どもたちを楽しま

せてくださっていますが、今回は 1 時間たっぷり

と時間を使い、「スペシャル」の名にふさわしい

多彩なプログラムをご用意くださいました。絵本、

紙芝居、ブラックライトシアター、そして劇など、

趣向を凝らした発表に、子どもたちは熱心に聞き

入っていました。物語の世界に真剣に入り込みな

がらも、参加型の場面では笑顔が弾け、最後まで

心から楽しんでいる様子でした。 

今回の素晴らしい体

験をきっかけに、子ど

もたちがより一層読書

に親しみ、自ら本を手

に取る機会が増えるこ

とを期待しています。 

１２月の行事予定
 
２日（火）朝会 避難訓練 
４日（木）読み聞かせ（５・６年） 
     フッ化物洗口 
５日（金）参観日（４・５・６年） 
     ６年ふるさと共育 ４年学年行事 
８日（月）職員会議 
９日（火）交通安全街頭指導 

読み聞かせ（１・２年） 
１１日（木）児童会 読み聞かせ（３・４年） 

フッ化物洗口 
１２日（金）参観日（１･２･３年） １年学年行事 
１５日（月）研修日 全校なわとびデー 
１７日（水）第２回学校運営協議会 
１８日（木）鷹小っ子ワールド フッ化物洗口 
２０日（土）クリスマスジョイントコンサート 
      （スクールバンド出演） 
２３日（火）２学期終業式 
２４日（水）冬季休業（～１月１４日） 
２９日（月）学校閉庁日（～１月３日） 


